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今回お邪魔したのは、鹿児島市宮之浦町に本社を構える「株式会社翔栄産業」です。 

同社は 2011年に出水市で設立され、3年前に現在の所在地へ本社を移転しました。 

本社事務所周りには、従業員の皆様が手作りされた花壇が設けられていました。 

 

 

「翔栄産業」という社名には、前向きに大きくはばたき、着実に成長し栄えていきたいとい

う想いが込められており、その考え方は日々の事業活動や環境への取組にも表れています。 

また、「業務に誠実に向き合うこと」を大切にし、従業員の一人ひとりが品質向上を意識しな

がら、日々の業務に取り組んでいます。 

KESに取り組んだきっかけは、「時代の変化に遅れることなく、地域に 

貢献しながら、従業員が今後も安心して働き続けられる会社でありたい」と 

いう想いからです。 

これまで「グリーンオフィスかごしま」に登録し、電力使用量や紙使用量、 

ごみ使用量の削減に取り組む中で、社内の雰囲気が良くなったことや、 

経費削減にもつながるなど、無理なく継続できる環境配慮活動の効果を実感 

してきました。 

こうした経験を踏まえ、次のステップとして、中小企業の実態に即した取組が可能な KES 

への登録を決断しました。 
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KESの運用にあたっては、 

① 環境マネジメントマニュアル等により文書を整理し、取組を仕組みとして標準化すること 

② 電力や燃料などの環境負荷を見える化し、改善の優先順位を明確にすること 

③ 目標や目的を共有し、従業員全員の意識をそろえること 

を重視しており、 

KES登録をゴールではなくスタートと捉え、前向きな姿勢で KES活動を開始しています。 

節電や節水に関する啓発ポスターを独自に作成し、全員参加の取組を呼びかけています。 

１．電力使用量の削減 

 本社事務所では、移転に伴い照明をすべて LED照明に更新しました。 

また、エアコンについてもグリーンオフィスかごしま補助金を利用し、 

省エネ型の機種に更新し、サーキュレーターを併用することで、 

効率的な省エネに取り組んでいます。 

さらに、スマートメーターを活用し、九州電力の「My 九電」により期間ごとの電力使用量

を把握しています。電力だけでなく燃料使用量についても毎月管理し、CO₂排出量を算出した

うえでグラフ化するなど、見える化を進めています。 

２．紙使用量の削減 

FAX・印刷前のプレビュー確認、電子データによる社内共有などを通じて、 

紙使用量の削減に努めています。 

３．水使用量の削減 

節水ノズルやトイレ用擬音装置の設置、洗車時の雨水利用など、さまざまな 

工夫を重ねながら水使用量の削減に取り組んでいます。 

 

今後は、CO₂排出量のさらなる見える化を進め、「何のために環境活動を行っているのか」を

全員で共有しながら、行動の主体は一人ひとりであるとの考えのもと、目標を理解し、継続的

な環境改善に取り組んでいきたいとのことでした。 

この度はご多忙の中、取材にご協力いただき、誠にありがとうございました。 

環境改善の取組み 

「トイレ用擬音装置」 

これからの展望 

「省エネ型エアコン」 
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